
卒業式シーズンを迎え、街では袴を着た人を見る機会が増えてきま
した。文系学部に比べると薬学部は忙しく、勉強や実験、実習に追わ
れる日々だったかもしれませんが、学生時代は満喫できたでしょうか。
今年は山口東京理科大学薬学部から一期生が卒業しました。ま

た、順天堂大学浦安・日の出キャンパスと国際医療福祉大学成田キャ
ンパスでは今年4月に薬学部が創設されることから、学生の募集を
行いました。
一方、このように薬学部が新しく創設される環境であるがゆえに、
学生募集に苦戦する大学が増え、ボーダーフリーの大学も数校出て
きました。6年後の国家試験を考えると、入学選抜が必要だとは思
いますが、そうはできない状況になっており、薬学生の質の変化を痛
切に感じます。
外部要因によって望んでいない方向に進む社会になりつつある今

日。先日、メディセレ薬局を訪れた薬剤師さんも「当局にはこういっ
た機械がありません。全てアナログだから、処方箋枚数が多くて大
変です」と言っていましたが、私は「むしろ機械に頼らずに対応でき
ている、あなたのスキルはすごいよね」と答えました。どんな環境に
おいても柔軟に対応できる人は強いです。デジタル時代においては
機械に強い人が活躍しますが、アナログに対応できる人だって必要で
す。若者中心のデジタル世代とアナログ世代、皆で協力し合えれば
良いと思います。
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